
保護者・地域のみなさま、はじめまして。このたびの異動で志免南小学校の校長と
して着任いたしました、宮邉淳一（みやべじゅんいち）と申します。創立４７年の歴
史と伝統があり、学校が家庭・地域に支えられている本校に赴任できたことを、心か
らうれしく思うと同時に、その責務の重大さに身が引き締まる思いです。学校のため、
地域のためにがんばります。どうぞ、よろしくお願いいたします。
始業式では、『みんないっしょに しめみなみ』を合言葉に今年はがんばっていこ

う、ということを話しました。一人ひとりの力は見えにくくても「みんなで」一緒に
がんばれば大きな効果が生まれるし､「みんなと」一緒にがんばるとやりがいが生まれ
ます。また､「みんなが」心を合わせたら、普段はできないこともやり遂げることがで
きるという思いからです。
１年間は、階段を１段ずつ上っていきながらゴールにたどり着くようなものです。

しかし、階段の高さは一人ひとり違うから、自分の高さや、友だちの高さに気づきな
がら、｢できること｣「わかること」の素晴らしさを、友だちと一緒に味わってほしい
と願います。
赴任式、始業式では、最上級生の６年生から、素敵な言葉を２つももらいました。

下に紹介します。

令和５年度

登下校時の姿から、新年度にかける子どもたちの「決意」が伝わってきます。そん
な子どもたちの姿を見ながら、１年間この新鮮な気持ちが、実現できるよう、支援し
ていかなければならないと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

６年生でがんばりたいこと ６年 山平 瑛心

高学年として生活した昨年度、委員会活動や宿泊学習、日々の学校生活を通して様々なことを学びま
した。特に学んだことが「気持ちの切り替え」と「自分たちで考えて行動すること」です。
まず、「気持ちの切り替え」について。高学年になると、学校の代表として活動する機会や委員会活動

などの話し合いに参加する機会が多くなります。その中で「楽しむ時は楽しむ。集中するときは集中する」
ということが大切だと学びました。
そして、そのためにも大切になるのが２つ目の「自分たちで考えて行動すること」です。気持ちを切り替

えるためにはまず、その場がどういう状況かを判断しなければなりません。その時間が何のための時間
で、どう過ごすべきなのか、しっかり考え行動することが大切だと学びました。
この学んだ２つのことは、今年度も大切にしていきたいと思います。
また、６年生として新たにがんばりたいことも２つあります。
１つ目は、「下級生に優しくお手本の姿で接すること」です。今年は私たちが最上級生になります。ぼく

が１年生の時、けがをして、その時に６年生が優しく保健室に連れて行ってくれて安心したことを今でも覚
えています。そんな６年生にぼくもなりたいです。
２つ目は、苦手な学習にも一生懸命に取り組むことです。昨年度、間違えた問題をそのままにせずやり

直すことの大切さを学んだので、あきらめずに取り組み、解ける問題を増やしていきたいです。
小学校生活最後の１年、今まで学んだことを生かし、最上級生として学校を引っ張りながら、笑顔あふれ

る学校生活を送っていきたいと思います。

赴任された先生方、ようこそ志免南小学校へ！
わたしたちは、新しく来られる先生方と会えるのを、とても楽しみにしていました。
志免南小学校は、自然に囲まれた、緑豊かな学校で、「あいさつ」「歌声」「黙動そうじ」を３つ

の宝として、みんなでがんばっています。先生方と一緒に学習したり、遊んだりして、早く志免南
小学校のよさを知ってもらえるようにしていきたいです。
これからどうぞよろしくお願いします。 児童代表 ６年 塩山 春花

赴任式での歓迎の言葉

１年間の目標



「みんないっしょ」というのは、全てが同じ方向を向いて、同じことを同じだけし

なければならないというものでは決してありません。梅の花には梅の花の美しさがあ

り、桜の花には桜の花の美しさがあります。それぞれの違いをお互いが理解し合った

上で、それぞれが精一杯のびていこうとする心を合わせてほしい。そんな思いでお話

をしました。仲のよい友だち、学級や学年の友だち、学校の友だち、地域のみなさま。

たくさんの「みんな」に出合える１年間であってほしいと思います。

たくさんの「みんないっしょ」に出合えることを楽しみにして

います。素敵な「みんな」を、素敵な「みんないっしょに」を見

つけていきましょう。


